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jetblue.com 

1. jetBlue’s Customer Bill of Rights 

ジェットブルーの顧客権利規定 

 
2 月 14 日に、顧客を狭い機内に閉じ込めたまま、JFK 空港で悪天候の回復を期待して、

大 10 時間近くもタクシーウエー上で離陸許可待ちをした jetBlue 便（結局欠航した）が多

数発生した。 そして、スケジュール混乱の収拾に、幾つかのヘマ（代替乗務員の払底、

スケジュール統制の失敗などなど）をしでかしてしまった結果、天候回復後も数日間に亘

って▲1,000 便以上の欠航便を発生させてしまった。（情報 258, P.11）） 

搭乗旅客は、怒り心頭に達し、もう二度と jetBlue には乗らないと言い出している。 
タクシーウエー上の長時間わたる離陸待ちの発生は、昨年末の AA 便をはじめ jetBlue 便以

外にも連続して発生している。 米議会は、この事態を重く見て、航空会社にサービス改

善を求める動きを示している。 
 

JetBlue は、直ぐに対策を立てて、スケジュール統制の抜本的改善と、社内の連絡網の強化

を実施した。 そして、米航空会社では初めて、トラブル発生後 1 週間目の 2 月 20 日に、

顧客権利規定制度を導入した。 jetblue.com に掲載されている顧客権利規定の詳細は、次

の通りである。 
 

 遅延 時間 コンペンセーション(Controllable Irregularity の場合)

欠航 手数料無し払戻、若しくは差額徴収無し便変更 欠
航 出発前 12 時間内欠航 支払った運賃（往復運賃を含む）に相当する Voucher 

1 時間〜1 時間 59 分 $25 Voucher（次回の jetBlue 便に適用可能） 

2 時間〜3 時間 59 分 $50 Voucher 

4 時間〜5 時間 59 分 支払った片道運賃に相当する Voucher 

出
発
遅
延 

6 時間以上 支払った運賃（往復運賃を含む）に相当する Voucher 

予
約 

超
過 強制オフロード $1,000 

30 分〜59 分 $ 25 Voucher 

1 時間〜1 時間 59 分 $100 Voucher 

2 時間〜2 時間 59 分 支払った片道運賃相当 Voucher、$100 何れか高い方 

到 

着 

3 時間以上 支払った運賃（往復運賃を含む）に相当する Voucher 

3 時間〜3 時間 59 分 $100 Voucher 

搭
乗
後
遅
延 

出
発 4 時間以上 支払った運賃（往復運賃を含む）に相当する Voucher 
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JetBlue は、5 時間以上の搭乗後遅延（Ground Delay）について、搭乗客の降機を含む適切

な対応を約束する。 また、搭乗後遅延発生時には、飲食物の供給やトイレの清掃、そし

て必要であれば医療の手当を提供する。 
 

 
 
 

関連ニュース： 
 
On Capital Hill: ASTA provides input on improving airline service 

全米旅行業協会（ASTA）は、4 月 20 日に開催される下院の運輸小委員会で、議会と運輸

省に対して、航空会社の顧客サービス改善に関する一連の以下の対策を提案する。 
・ 航空旅行に対する連邦消費者保護法の制限無しの適用。 
 （ASTA は、多くの連邦航空法＜Federal Aviation Act＞が、消費者保護法の適用を制限して

いると主張している。） 
・ 不公正且つ詐欺的行為に関する連邦規則遵守を航空会社に要求する為の、運輸省のエン

フォースメント活動に対する予算手当。 
・ 運送約款に基づく航空会社のサービス コミットメントの完全履行の要求。 
(DTW, 4/20/2007) 
 
Federal Agency Investigating Airline Arrival-Time Promises 

米運輸省は、国内航空会社の公表しているダイヤの中には、ブロック・タイムを偽ったス

ケジュールが存在すると語った。 そして、8 社が正確な定時性の記録を保持していない

として罰金を課す予定であると発表した。 同省は、議会から、航空会社のサービス改善

を求める圧力を受けている。 今回の inspector general による定時性の調査も、これに関連

する動きの一環。 
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嵐が多い、夏の多客シーズンがやって来る。 航空会社は過去数年のリストラで人員を削

減しており、満席便のスケジュール混乱時への対応能力が大幅に低下している。 一度ダ

イヤが乱れた際には、大きな混乱が発生すると予想されている。 
幾つかの便は、慢性的に遅延している。 例えば 2 月の US 航空 154 便 PHL→SFO は、全

便が 15 分以上遅延して、平均遅延時間が 61 分にもなっている。 運輸省は、2 月には、

80%以上の便で 15 分以上の遅延が発生している便が 143 便に上ったと報告している。

(nytimes.com, 4/21/2007) 
 
 

航空会社達は、顧客サービスは企業の自主的な判断に任せるべきだと主張して、政府の介

入を出来るだけ排除したがっている。 そして、現在の自主的行動規範を継続したがって

いる。 この自主的行動規範は、一時政府が法制化しようとした顧客権利規定に対抗して

1999 年に導入されたモノである。 しかし、政府は、航空会社はその時の約束（サービス

向上）を守っていないと言っている。 
 
 

4 月 20 日に開催された下院の航空会社のサービス関する公聴会で、jetBlue CEO David 
Neeleman は、安全問題は国による厳格な管理が求められて当然であるが、事、サービスに

関しては、各社の裁量に全面的に任せるべきだ、と主張した。 サービスは、競争してい

る各社の差別化の重要な手立てであり、政府が介入するべきではないと無いと、彼は主張

した。 サービスが悪い企業は、結局は、消費者達の厳正な審査を受ける事になる、と彼

は言っている。(jetBlue.com Press Release, 4/21/2007) 

■ 
 
 
 
DTW, 4/24/2007 

2. For what it’s Worth: Hotels run TripAdvisor reviews on their sites 

 （続）ホテルのレーティング革命 

 

TripAdvisor が、約 300 のホテルに、それ等のホテルに関する、 も新しい 10 件のレビュ

ーの RSS フィードを無料で提供する。 
Marriott Key Largo Bay Beachは、TripAdvisorに寄せられた自分達のホテルのレビューを、

RSSで自動的に受付け、それを自社サイト www.marriottkeylargo.com の“Trip-Advisor 
Testimonials”（図：1）で公表している。 
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Marriott Key Largo Bay Beach は、ホテルにとって芳しく無いレビューを、高い評価をして

くれているレビューで相殺させる為にも、TripAdvisor の主要なレビューを自社サイトで公

表している。 そして、芳しく無いレビューについては、そのコメントのすぐ脇に、ホテ

ルの対応、或は、事実認識に関する自分達の意見を書き足している。 
 
 
 
 

 図：１  

 

 

新
の10

件
の
レ
ビ
ュ
ー
を
表
示

「値段が高過ぎる」と言うコメント寄せた 

“newbunny”さんのレビューをクリック 

すると、TripAdvisor のページ図：2 に飛ぶ。 

各レビューは、 初の 3 行のみを表示。 各レビューに

は、評価ポイント（5 点満点）が表示される。 
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TripAdvisorは、自社に寄せられたレビューを積極的に、サプライヤー達に無料で提供して、

サイトへのトラフィックを増加させ、自社ブランドの価値を高めて、広告収入を増加させ

る事を目論んでいる。 
 
 

 図：2  
 

 

なお、ここに有る Expedia は、TripAdvisor の姉妹企業。 

TripAdvisor は、ブランド価値を高め、トラフィックを増加さ

せて、広告収入の増加を目論んでいる。 
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図：2  の下段部分 
 
 
 
 

newbunny が書いた

レビューの全文 

67

価は

件のレビューの平均評

3.5 点。（5 点満点） 

レビュー投稿者の素性

を明らかにしている。

 
 
 
 
 

ここをクリックすると、次

頁の画面  図：3  飛ぶ。

投稿者（newbunny）に対する評価。 

このレビューを評価したビジターは 2 人存在し、 

その 2 人共が、価値が有ると感じている。 
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これにより、投稿者が、ケチばかりをつける傾向を有しているのか、

まともなレビューを書いているのかが判定出来る。 

このレビュー投稿者である newbunny の過去の投稿履歴。  

 図：3   
 
 
 

 

 
 

各画面で図示した通り、TripAdvisor は、 
① 投稿者が下した評価点と平均点との比較、 
② 投稿者に対するビジターの評価、 
③ 投稿者の素性、 
④ 投稿者の過去のレビュー実績、 
の諸点を明らかにする事により、投稿されたレビューの信頼性を高める努力を行っている。 
 

これは、eBay のオークション・サイトが、信頼置ける販売者に PowerSeller のレーティン

グを付与しているのに似通っている。 
 

eBayのオークション・サイトでPower Sellerを付与される為には、 
1.  90日以上の eBay出品経験を有している事、 
2.  過去3ヶ月間の売上が、$1,000以上である事、 
3.  100以上のFeedback（評価）を持っていて、その内 98%以上がPositive（良い）Feedback

であること。 
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4.  過去3ヶ月間に、月毎の平均で、4つ以上の出品をしている事、 
などの厳しい条件が設けられている。 
 

TripAdvisor のレビューを、自社サイトに掲載している或るホテルの幹部は、次の様に語っ

ている。 
・ マーケティング セオリーが、その通りには行かなくなっている。 
・ 自分自身で、レビューのシステムを構築する余裕がない小規模ホテルは、TripAdvisor
のレビューを利用するのが賢明。 

・ サプライヤーがコントロール出来ない所でホテルの評価がされているのだから、否応無

しに、SNS のシステムに飛び込んで行く必要が有る。 
■ 
 
 
 
TDR, 4/25/2007 

3. TDR 4 月 25 日号の要約 

 

TDR の 4 月 25 日号は、以下の 4 つ記事をレポートしている。 
 

（１） ラテン・アメリカに於ける LCC オンライン流通 
（２） ユーザー・ジェネレーテッド・コンテント利用の注意 
（３） ローテックがソーシャル・コンピューティング選好のトップ 
（４） セーバー、ノン・サブスクライバー用のコミュニティー設立 
 

夫々の記事の概要を、以下に記す。 
 

（１）ラテン・アメリカに於ける LCC オンライン流通 

Latin American Market Reveals LCC Niche, Distribution Players Jump In  
Internet channel grows, but agencies are still a must. 

 

ラテン・アメリカ、特にメキシコやブラジルで、LCC が急成長している。 今までバス旅

行をしていた人達が、初めて飛行機に乗り始めている。 Mexicana Airlines は、LCC 子会

社 Click Mexicana を立ち上げた。 ブラジルの LCC GOL は、 近、嘗ては伝統的なレガ

シー航空会社であった Varig を買収した。 
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インターネットやクレジット・カードの普及が遅いラ米市場では、航空券の流通に、様々

な工夫が凝らされている。 
・ GOL は、航空運賃の 36 ヶ月割賦販売を行っている。 
・ インターネットが普及していないので、依然としてオフライン旅行社の店舗販売が大き

な比重を占めている。 
・ GDS が重要な役割を果たしている。 Worldspan は、GOL とメキシコの LCC Alma de 

Mexico との間で流通契約を締結している他、他の LCC とも新規契約の交渉を行ってい

る。 
・ Radixx は、LCC と旅行社に、BSP を迂回するダイレクトの支払モデルを提供している。 

旅行社は、自分のクレジット・カードを利用して、LCC との間でネット精算を実施して

いる所が存在する。 
・ この方法では、BSP を迂回するので、航空会社は、コストを削減出来る結果、かなり

大きなコミッションを旅行社に支払っている。 
・ この急速に発展している流通市場への参入を計画する外国の企業は、クレジット・カー

ド詐欺、言語の問題、不安定な通信ネットワークの問題などに十分注意を払う必要が有

る。 
□ 
 
 

（２）ユーザー・ジェネレーテッド・コンテント利用の注意 

User-Generated Content A Tricky Fit For Some Travel Sites 
– What Works And WHAT DOESN’T 

 Sites that rely on suppliers’ pocketbooks tread carefully. 
 

旅行業界に於けるユーザー・ジェネレーテッド・コンテント（UGC）利用が盛んになって

来ている。 しかし、単純に、自社 Web サイトに、消費者のコメントを掲載すれば良いと

言う訳では無い。 
 

ビジターズ・ビューローや、ディール・パブリッシャーは、サプライヤーのブランド価値

を少しでも減少させてしまう様なネガティブなレビュー（UGC）は決して掲載できない。 
 

この問題を回避する為に、彼等の一部は、サプライヤーの直接的な評価に関するレビュー

を避けて、消費者のベストな体験談やポジティブなトピックスだけを掲載している。 
Sheraton は、自社サイト内に、宿泊客が旅行体験談を投稿出来るコミュニティーを作って

いる。 “online neighborhood”を増加させるキャンペーンを張っている。 
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ポジティブ ダイアログ方式を採用したからと言って、ネガティブなコメントから完全に逃

げられる訳では無い。 ネガティブなレビューに対しても、それを隠す事無く、真摯な対

応が要求される。 結局は、消費者は、仲間内で、サプライヤーの正しい評価を見つけ出

して来るのだから。 

□ 
 
 

（３）ローテックがソーシャル・コンピューティング選好のトップ 

Low-Tech Traveler Reviews Top Social Computing Preference 
Are bells and whistles worth your investment? 

 

消費者は、仲間内の評価を も重視している。 下表の通り、消費者は、デスクトップの

仕掛け（widget）やポッドキャストよりも、断然に、旅行者が書いたレビューに信頼を寄

せている。 
 

しかし、だからと言って、鼻からその様なハイテックのソーシャル コンピューティング ツ
ールへの投資を捨て去ってはいけない。 デスクトップの仕掛けは、タッタの 4%しか使

われていないと言うが、オンライン旅行購入者 7,000 万人の 4%となるので、実に 280 万

人の規模を有している事になる。 先ず、自分の販売対象である需要の構成を調べて、ど

のツールがその需要に も相応しいのかを調査する必要が有る。 販売対象需要が

“millenials”世代の 18 歳〜16 歳代の人達であれば、ポッドキャストを使用するのが良い

だろう。 
 

 
□ 

情報 267（平成 19 年 4 月 27 日）  TD 勉強会 11



 
 

（４）セーバー、ノン・サブスクライバーのコミュティー設立 

Sabre Travel Network Extends A Helping Hand To Non-Subscribers 
Sabre-connected agents will still have special perks, the GDS promises. 

 

多くの旅行の会社が、旅行者のコミュニティーを立ち上げている一方で、Sabre Travel 
Networkが、自身のサブスクライバーを含む全ての旅行社が参加出来るコミュニティーを設

立する事を計画している。 
 

Sabre Travel Networkは、過去 18 ヶ月間に、Trip Tailor, Agent 59, Sabre Cruisesの如くの数種

類のプロダクト を開発し、全ての旅行社に提供して来た。 Sabreは、これ等のプロダク

トを、3 月 30 日に立ち上げたVacationStudioに一まとめにして、GDSサブスクライバー以外

の旅行社にも（即ち全ての旅行社に）解放する。 VacationStudioを利用する旅行社は、ク

ルーズ 13 社と、40 社以上のツアーオペレーターのコミッション付き予約と、ダイナミッ

ク・パッケジングの機能が使える様になる。 
 

Sabre は、「レジャー オリエンテッドな旅行社は、全ての旅行プロダクトを販売出来る単一

な場所を欲しているので、この VacationStudio は彼等に受け入れられるだろう」、

「VacationStudio を、旅行社のコミュニティー的なモノにしたい」と語っている。 
 

Sabre が、インセンティブによる新規のサブスクライバーの獲得が難しくなっている時に、

何故、完全に無料なこの様なプロダクトを、全ての旅行社に提供するのかが疑問視されて

いる。 しかし、Sabre は、「我々の事業は、旅行社の成功の下に成り立っているので、彼

等に対して有用なプロダクトを提供するのは（たとえそれが無料であったとしても）当た

り前だ」、と言っている。 「旅行社により良いマーケット・プレースを作る事が出来れば、

サプライヤーのプロダクトを効率的に販売出来る事になり、ひいてはサプライヤーにもメ

リットが生じる事になる、全員がウイン-ウインの関係となるだろう」、と語っている。 
 

既存のサブスクライバーである旅行社には、顧客に旅程や旅行情報やチケットの領収書を

e-メール出来る Sabre Virtually There の如くのエクスクルーシブなプロダクトが用意されて

いる。 この他、サブスクライバーは、より拡張された機能やコンテントの利用と、テク

ノロジーの支援を受ける事が出来るので、いかに VacationStudio が無料でノン・サブスク

ライバーに提供されたとしても、彼等が“割を食う”訳では無いと、Sabre は説明している。 

□ ■ 
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4. 其の他のニュース 

 
 

 旅行流通 TD  
 
（１） フェーアーコンペアー、マップ運賃検索開始 
FareCompare (DAL) が 、 地 図 上 で 運 賃 検 索 が 出 来 る Gateway Maps
（ www.farecompare.com/maps/compareDestinations.html ）を開発した。 
出発空港から、地図の上でカーソルを動かして目的地を選択して運賃検索する事を可能に

している。 これにより、ユーザーは、何ページにも及ぶページ送りが不要になる。 
運賃検索と予約は Orbitz、マッピング機能は Google Maps が使われている。 旅行日を変

更して、より安い運賃を検索できる様にもしている。(DTW, 4/20/2007) 
 
 

以下は、JAL の NYC 便を検索したページ。 
 

＜第 1 画面＞ 
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＜JAL  TYO=NYC で検索＞ 
 

 

（２）レジスター・プログラム不人気 
Deloitte & Touche USA コンサルタント企業の調査によると、米国の旅行者の大部分は、事

前にセキュリティー審査の証明を済ませてしまう Registered Traveler プログラムに参加す

る意思は無い様だ。 このプログラムは、事前にセキュリティー審査をパスした人に、そ

れを証明する個人情報を格納した磁気カードを発行する。 そして、カード保有者の空港

に於けるセキュリティー チェックの迅速な通過を可能にする。 プログラム参加費は、年

間$99.95 する。 しかし、月間 1 回以上出張しているフリークエント ビジネス旅客の 70%
以上は、会社が費用を支払ってくれるのであれば、参加すると言っている。 現在 Verified 
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Identity Pass社が発行するClearカードは、米国の 5空港で利用可能。(nytimes.com, 4/24/2007) 
 
 
 

 空 運  
 

（１）ノースウエストの新取締役 12 人 
6 月に Chapter-11 離脱を予定している NW 航空が、12 人の新役員（member board）の布陣

を決定した。 1989 年に NW をレバレジッド バイアウトした 1 人でもある現会長 Gary 
Wilson（67）は、役員を辞任する。 新会長には、2005 年から役員に選出されている Roy 
Bostock（66）が選任される。 Bostock 以外には、現 CEO Doug Steeland（55）と、パイロ

ットの William Zoller（元 ALPA 会長）を含む 6 人が留任する。 リストは次の通り。 

Roy Bostock ◎元広告代理店 D’Arcy Masius Benton & Bowles Inc.会長兼 CEO 
Doris K. Goodwin ◎historian、author 
Doug Steeland ◎現 NW CEO 
William Zoller ◎NW パイロット（元 ALPA 会長） 
John Engler ◎National Association of Manufacturers 社長兼 CEO 
Robert Friedman ◎Blackstone senior managing director 
Jeffrey Katz ◎LeapFrog Enterprise 社長兼 CEO、元 Orbitz CEO、元 Sabre GDS 社長 
James Posti 元 Penzoil-Quakes State 社長兼 CEO 
Rodney Slater Patton Boggs LLP 法律事務所パートナー 
Mickey Foret Aviation Consultants LLC 社長、元 NW CFO 
Mike Durham Cognizant Associates Inc.社長兼 CEO、元 Sabre CEO、元 AA CFO 
David Brandon Domino’s Pizza 会長兼 CEO 
◎印は、留任役員を示す。(wsj.com, 4/21/2007) 
 

（２）エアーアジア X の長距離路線計画 
今年末もしくは 2008 年初頭に就航予定（リース機アベイラビリティー次第）の AirAsia X
が、マレーシアと LON 間で、130 ポンド〜170 ポンド（3 万円〜4 万円）の往復運賃を設

定する事を検討している。 AirAsia X の具体的な長距離路線計画は、4 月 23 日にも発表

されるだろう。 現在までに明らかになっている計画の概要は次の通りである。 

A330-300 型機× 大 20 機が選定される模様（デリバリーは 2008 年 9 月）。 この長距離

路線を運営する企業は、5 年以内に、フリート 26 機を保有し、年間 750 万人から 1,000 万

人を輸送する計画を立てている。 客室使用は、単一クラス（350 席〜400 席、31 吋ピッ

チ）で、機内食（オンラインによる事前予約が可能）と機内エンタメは有料となる。 単

一クラスにも拘らず、前列の 2〜3 列は、より高い運賃が適用されるピッチの広い座席配置
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となる。 初の路線となる KUL=LON（Stansted となる模様）は、途中 BAH に寄港する。

(FT.com, 4/21/2007) 
 

AirAsia X は、4 月 22 日、A330-300 型機×10 機（+5 機オプション）を発注したと発表した。 

B777-200 型機は選定から外された。 AirAsia X は、多分、この A330-300 型機の初号機が

デリバリーされる 2008 年 9 月より、営業を開始する。 当初計画では、リース機による今

年 7 月の開業を予定していたが、A380 型機の納期遅延により、リース機市場に於ける大型

機のアベイラビリティーが払底、営業開始を大幅に遅延せざるを得なくなった。 AirAsia 
X の運航は、ボルネオのローカル線を運航している AirAsia 姉妹会社 Fly Asian Express
（FAX）が担当する。(channelnewsasia.com, 4/22/2007) 
 

AirAsia の創立者の Tony Fernandes は、この長距離 LCC 航空会社を、“AirAsia long-haul”と
してリブランディングすると語った。 FAX CEO Raja Mohamad Azmi は、4 月 23 日、「初

便の運航は、2007 年 9 月となるだろう」、と語った。(channenewsasia.com, 4/23/2007) 
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（３）中国東方航空、昨年度決算 ▲27.8 億人民元の赤字計上 
中国第 3 位（収入ベース）の航空会社 China Eastern Airlines が、昨年度、▲27.8 億元（410
億円）の欠損を計上した。 2005 年は、+6,050 万人民元の利益計上。 収入は、+40%増

の 368.1 億人民元（5,525 億円）であった。 旅客数は、+44%の 3,504 万人、貨物は +13%
の 877.72 屯であった。 

国営 China Eastern Airlines 株の 61.6%を保有している China Eastern Airlines Holdings は、20%
の株式の売却を検討している。 SQ は、この株式を購入するかも知れない。 SQ CEO 
Chew Choon Seng は、China Eastern Airlines と資本参加問題を含む協議を継続している事を

認めている。 

ライバル会社である Air China と China Southern Airlines の両社では、燃料ヘッジと人民元

の為替差益により、寧ろ採算性は改善している。 Air China では、昨年 9 月の香港 Dragon 
Airlines の CX への売却が、収支改善に貢献している。(wsj.com, 4/23/2007) 
 

（４）デルタ航空、第 1 四半期決算で営業利益 +$155m 計上 
DL 航空が、第１四半期決算で、+$155m（185 億円）の営業利益を計上した。 これは、4
四半期連続営業利益計上。 しかし、経常損益では、▲133m（160 億円）の欠損を計上し

た。 リストラ経費を除くと、純損は、▲$6m（7 億円）に減少し、前年同期比では +$350m

（420 億円）に上る損失幅を縮小した事になる。 その他の特記事項は、次の通り。 
 

・ 4 月 25 日の破産裁判所に於ける 終公聴会で、4 月 30 日の Chapter-11 離脱が決定され

る。 そして、5 月 3 日には、NYC 証券取引所に新株が再上場される。 
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・ 4 月 30 日の Chapter-11 離脱と同時に、現在の株式は、タダの紙ピッラとなる。 
・ 路線ごとの実績は下表の通りである。 リストラ開始以前は、フリートの 20%しか国

際線に投入されていなかったが、現在は、1/3 近くが国際線に使われている。 そして、

今年には 40%が国際線用機材となるだろう。 
  （前年同期比を表す） 

 米国内線 ラ米線 大西洋 太平洋 

需 要 ▲4.4% +32.9% +25.3% ▲1.2% 

供 給 ▲5.4% +31.5% +22.1% +0.1% 

L/F +0.8pts +0.8pts +2.0pts ▲1.1pts 

イールド +5.2% +4.4% +3.6% +10.7% 

 

・ 燃料ヘッジは、$18m のネット・チャージを記録した。 これに加えて、燃料ヘッジの

ineffective portion の収益 $24m を記録した。 
・ 第 2 及び第 3 四半期のヘッジは、次の通りである。 
 

 Percent Hedged Average Cap Average Floor 

第 2 四半期 48% $1.91 $1.71 

第 3 四半期 21% $1.94 $1.76 

 

第 1 四半期決算の概況は、下表の通り。 
    （上段：2007 年 1QT、中段：2006 年 4QT、下段：2006 年 3QT） 

*regional を含む 
(delta.com Press Release, 4/23/2007) 
 
 

 

 

REV 

million 

OP P. 

million

Net P. 

million 

ASM 

billion 

Yield* 

cent 

L/F* 

% 

現金 CASM Fuel* 

cent ¢ガロン 同等物

4,144 

(+11.4%) 

155 -130 

(-2,069) 

29.5 
(+0.4%)

13.75 

(13.0) 

77.1 

(76.2) 

10.03 

(11.12)

193* 

(192) 

4.0bn 

含 1.1bn
(-485) 

r.cash 

4,138 

(+5.3%) 

6 -1,981 

(-1,238) 

30.2 
(-4.3%)

13.35 

(12.75)

77.5 

(73.8) 

10.41 

(11.48)

202 

(206) 

3.5bn 

(-675) 
含 0.9bn

r.cash 

D

L 

4,659 

(+8.1%) 

168 

(-240) 

52 

(-1,130) 

33.6 

(-4.2%)

13.35 

(11.97)

80.2 

(79.2) 

10.15 3.9bn 219 

(10.25) (182) (4.0) 
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DL は、LHR の毎日 6 スロットを獲得する事を計画している。 DL は、必要となるスロッ

トを、SkyTeam メンバーより融通するのかも知れない。 スロットは、ペアーで$20m（24
億円）すると言われている。(FT.com, 4/23/2007) 

（3 月 30 日付け FT.com は、「BA が BMI より、週間 102 スロットを 30m ポンド＝69 億円

で買収した」（情報 263 号 P. 33）と報道している。 これを 1 日 2 スロットに換算すると

約 10 億円となる。 価格に大きな開きが存在する様だ。 また、NW も、KLM の域内子

会社からのスロット融通を検討していると言う。＜TD 勉強会＞） 
 

NYC 破産裁判所判事は、DL 航空の再建計画を承認した。 DL は、これで、2005 年 9 月

から 19 ヶ月間に及んだ Chapter-11 下の運営から、4 月 30 日に離脱する。 DL 新株は、NYC
証券取引所に、新たなティッカーである“DAL”として、5 月 3 日から上場される。 
DL は、Chapter-11 の離脱の為に、新規融資 $2.5bn を獲得している。 これは、$2.1bn に

及ぶ bankruptcy loan の返済に充当されるだろう。(wsj.com, 4/26/2007) 
 

（５）ジェットブルー、機内テキスト・メッセジングを検討 
jetBlue が、機内に於けるテキスト・メッセジング サービスの提供を検討している。 米

航空会社は、機内電話の導入を躊躇しているが、テキスト・メッセジングに対しては、肯

定的な姿勢を示している。 機内にライブ TV 放送を導入した 初の航空会社である

jetBlue は、このサービス開始の為に必要な新たな周波数を既に購入している。 

欧州の航空会社は、携帯電話テクノロジーの採用に積極的だ。 AF/KLM は、6 ヶ月間の

トライアルを間もなく開始する。 Ryanair は、フリート全機に機内携帯電話使用の為の機

器を装着中である。 
Southwest は、 近、機内 Wi-Fi 装置導入の為の RFP を発出した。 そして、9 ヶ月かけて、

この装置をテストする。(FT.com, 4/23/3007) 
 

（６）英国航空、イベリア買収入札に参加か 
BA が、IB 買収に関連して、TPG と Apax Partners を含む、少なくともプライベート エク

イティー グループ 3 社と協議している。 しかしながら、BA は、買収コンソーシアムの

何れかに参加したとしても、現行以上の投資は実行しない模様。（BA は、現在、IB 株 10%
を保有している。） BA が保有する 10%は、買収コンソーシアム メンバーとの協議で、

倍の 20%まで増加する可能性を秘めている。 BA CEO Willy Walsh は、BA 単独による IB
買収のリードを否定している。(FT.com, 4/23/2007) 
 

（７）米航空会社従業員数、2 月に +0.2%増加 
米運輸省が発表した数値によると、2 月の米航空会社従業員数が、前同期比 +0.2%増加し

た。 内訳は、ネットワーク キャリアが▲2.2%減少、リジョナル航空会社が +5.9%、LCC
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が +5%。 2003 年 2 月に比べて、大手ネットワーク キャリアは、▲23.3%減少し 342,300
人から 262,400 人へ、LCC は 65,900 人から 71,400 人へ、+8.3%増加した。 リジョナル

は、2004 年の 48,900 人から +22.4%増加して 59,900 人となった。（リジョナルが従業員数

を運輸省に報告開始したのは 2004 年からとなる。） 
(nytimes.com, 4/24/2007) 
 

（８）ジェット（印）、NYC 線を 8 月末に開設 
インド 大の国内線航空会社 Jet Airways が、今年 8 月末に、B777-300FR 型機による

NDH=BRU=JFK 毎日便を開設する。 Jet は、$3,7bn（4,400 億円）に上る積極的な機材導

入計画を進行させている。(nytimes.com, 4/24/2007) 
 

（９）バージン、B787 型機×24 機発注 
4 月 24 日、ボーイング社は、Virgin Atlantic 航空から B787
型機×23 機（内 8 機はパーチェス・ライト）を受注した

と発表した。 この商談は、カタログ価格で $3.6bn
（4,300 億円）に相当する。 

Virgin とボ社は、Virgin の B747 型機を使用して、生体燃

料（biofuel）の共同テストを、来年から開始する。 こ

のテスト開始は、業界が予想していたスケジュールより

も 5 年も早い。       Chairman of Virgin Atlantic Sir Richard Branson 
Virgin は、来年から、生体燃料の地上に於ける燃焼試験を開始する事を肯定した。 燃料

の高騰に苦しむ航空業界は、代替燃料の開発に努力している。 近では、ペンタゴンが、

B-52 爆撃機の実際の飛行で、石炭液化燃料の使用テストを実施した。(wsj.com, 4/24/2007) 
 

（10）ジェットブルー、第 1 四半期決算 
jetBlue の第１四半期決算は、▲$22m（26 億円）の損失計上となった。 この決算は、2
月の中旬に発生した、雪害によるスケジュールの大幅な乱れ（▲1,000 便以上が欠航）によ

る減収（▲$41m≒48 億円）により大きな影響を受けている。 JetBlue は、国内旅客需要

の弱まりと、燃油の高騰により、今後の収支がプレッシャーを受ける事になるだろうと言

っている。 そして、今年の収入予想を +7%〜+9%に低下させ、利益見通しを縮小した。 

供給についても、市場の状況に対応してトリミングするが、それでも +11%の拡大を計画

している。(jetBlue.com Press Release, 4/24/2007) (wsj.com, 4/25/2007) 
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    （上段：2007 年 1QT、中段：2006 年 4QT、下段：2006 年 3QT） 

 

jetBlue の決算書には、第１四半期のオンライン販売比率が、前年同期比▲5.9%ポイント低

下して、82.3%から 76.4%になったと書かれている。 近、jetBlue は、一部の GDS 及び

オンライン旅行社経由の販売を試験的に開始している。 その影響が、オンライン販売比

率の低下に繋がったのだろうか？（TD 勉強会） 
 

（11）カンタス買収団、株式売却要請広告を豪日刊各紙に掲載 
QF 買収を計画している買収コンソーシアム Airline Partners Australia は、4 月 24 日、豪州主

要日刊各紙に、“Accept now – the best Qantas share price ever”と題する広告を掲載した。 そ

して、買収が不成功に終わる場合は、株価は急落すると警告を発している。 4 月２４日

の株価は、A$5.36 を付けている。 APA は、1 株 A$5.45（合計買収価格 A$11.1bn≒1 兆

1,000 億円）による買収オファーの期限 5 月 4 日の延長は実施しない。（既に 2 回期限を延

長している。） なお、買収団が、期限までに 50%以上株式購入出来た場合は、自動的に

更に 14 日間、オファーが延長される。 

APA は、一部機関投資家の反対に遭遇した為、90%株式購入による非上場企業化を諦め、

買収ターゲットを 70%購入に変更している。 そして、買収を促進させる為に、株式を売

却する株主に対して、今までの、売却申込後 30 日以内の現金支払を改めて、5 日以内の支

払に変更した。(channelnewsasia.com, 4/24/2007) 
 

（12）中国南方航空、第１四半期決算で損失幅 縮小 
China Southern Airlines は、第１四半期決算（中国会計方式）で、損失を前年同期の▲603m
人民元（90.5 億円）から▲188m 人民元（28.5 億円）に縮める事に成功した。 収入は、

+26%増加して、118.9 億人民元（1,785 億円）であった。 旅客数は、+4.9%の 1,256 万人

であった。 貨物は、+4.9%増加して、189,720 屯であった。(wsj.com, 4/25/2007) 
 
 

 

 

REV 

million 

OP P. 

million

Net P. 

million 

ASM 

billion 

Yield L/F CASM Fuel 

cent cent % ¢ガロン 

現金 +

同等物

608 

(+24.0%) 

-13 

(-25) 

-22 

(-32) 

7.37 

(+12.1%)

9.49 

(8.37) 

80.6 8.43 

(84.2) (7.84) 

188 

(186) 

774m 

(699) 

653 

(+42.1%) 

64 

(-31) 

17 

(-42) 

7.278 

(+14.5%)

10.21 

(8.16) 

79.7 

(81.1) 

7.82 

(7.51) 

192 

(187) 

699m 

(484) 

6

B 

628 

(+38.7%) 

41 

(14) 

-0.5 

(2.7) 

7.5 

(+19.0%)

9.72 

(7.87) 

80.4 7.79 212 456m 

(6.93) (86.6) (170) (468) 
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（13）スカイバス 5 月 22 日に就航 
各便の 低 10 席を、片道 $10（除く tax）で販売するウルトラ LCC の Skybus Airlines
（Columbus, Ohio）が、5 月 22 日に就航する。 既に $160m の資金を調達し、リースした

A319 型機（144 席）×4 機により、当初、Columbus から Burbank（Calif. LAX 近く）、Portsmouth
（N.H. BOS 近く）、Bellingham（Wash. SEA 近く）、Kansas City（Mo.）、Richmond（Va.）、
Fort Lauderdale（Fla.）、Greensboro（N.C.）の路線を展開する。 年末までには、追加×4
機を導入し、更に路線を拡張する。 Skybus は、既にエアバスに×65 機を発注している。 

これ等の新造機は、2008 年から 2012 年の間にデリバリーされる。 

この会社は、低運賃を提供する為に、トイレの使用以外の全てのサービスを有料化する。 
その概要は、次の通りである。 

 オンライン予約のみを受け付ける。 コールセンターは保有しない。 
 ペットボトル飲料水とソフト・ドリンク $2。 

 座席指定は行わない。 しかし、優先搭乗権を $10 で販売する。 
 受託手荷物は、 初の 2 個目までが 1 個 $5、3 個目は $50。 
 機内エンターテイメントは提供しない。 Sodoku のパズルを機内販売する。 
 定時性を維持する為に、チェックインは、便出発の 30 分前からしか開始しない。 
 便出発の 10 分前にゲートにショーアップしない場合は、予約は取り消され、運賃の

払戻しは実施されない。 
 スケジュールのアラートは、1 アラート当たり $2。 
 予約変更は、セグメント当たり $40。 それに加えて、新たに適用される運賃との差

額が必要。 
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Skybus Airlines charges extra for baggage and premium seats and will begin flights on May 22. Ken Gile, left, the 

company’s chief operating officer, and Bill Diffenderffer, its chief executive, standing near a Skybus jet. 

 
 

 
(nytimes.com, 4/25/2007) (DTW, 4/25/2007) 
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（14）ユナイテッド航空 第１四半期決算 純損▲$152m 計上 
UA が、第 1 四半期決算で、▲$152m（180 億円）の赤字を計上した。 一時的リストラ特

別項目を除いた比較では、前年同期より欠損幅を $70m（84 億円）縮小した。 オンとオ

フの貸借対照上の負債を$1.4bn 減少させて、期末現金及び同等物は $4.2bn となった。 
UAL の予想以上の赤字は、今後の国内線需要減少に対する業界の懸念を高めている。 UA
は、今年の供給拡大を、ゼロ若しくは+1%に抑制する事を検討している。 そして、国際

線の供給拡大と、今まで無料としていたサービス — 例えば、座席指定、受託手荷物など — 
の有料化を検討している。(ua.com Press Release, 4/25/2007) (wsj.com, 4/27/2007) 
 

                     （上段：2007 年 1QT、中段：2006 年 4QT、下段：2006 年 3QT） 

OP P. 

million

Net P. REV ASM Yield L/F 
 

million million billion cent % 

CASM

cent 

Fuel 

¢ガロン 

現金 +

同等物

4,373 

(-2.1) 

-145 

(-140) 

-152 

(22,628) 

34.5 
4.2bn 

188.9 11.74 80.3 

(79.6) 

10.93 
含 856m

(194.6) (+0.1%) (11.82) (11.42)
r.cash 

4,586 

(+4.6) 

 
 

（15）英国航空、NYC 証券取引所 上場取消す 
BA の取締役会は、同社の American depositary shares の、NYC 証券取引所の上場取消しを

承認した。 3%の株式しか NYC 証取に上場されておらず、商い高は、今年 3 月末までの

1 年間で 5%以下であった。 この上場取消により、BA は、年間▲10m ポンド（24 億円）

のコスト削減を可能にする。 BA は、この上場取消にも拘らず、四半期別の実績を報告

する。（LON 証取は、四半期決算を要求しない。） 

6 月 4 日の法令改正（一定の条件の下で、上場取消が容易化され、SOX の適用が緩和され

る）が有るにも拘らず、多くの外国企業が、それ以前の米国証取上場取消を検討している。 

彼等は、証券取引所と Sarbanes-Oxley Act の厳しい規制から早く逃れたがっている。 6 月

から施行される規制緩和では、今まで 300 人以上の米国人株主を有している企業に対して

四半期別決算報告を義務づけていたが、これを、米国証取に於ける商いが、全取引の 5%
以下の場合は不要にする。(wsj.com, 4/26/2007) 
 

23 

(-182) 

-61 

(-16.904) 

35.3 

(+1.5%)

11.96 

(11.54)

79.9 

(80.1) 

10.94 

(11.13)

201.0 
(208.8) 

5.0bn 
U

A 

5,176 229.7 335 37.1 12.58 83.6 11.13 4.9bn 190 

(+2.7%) (10.43)(+11.2%) (165) (-1,772) (11.39) (83.9) (190.1) (4.7) 
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（16）ルフトハンザ、第１四半期決算 +28%増益 
LH ドイツ航空が、第１四半期決算で、スラック・シーズンにも拘らず、554m ユーロ（886
億円）の利益を計上した。 これは、前年同期の▲98m ユーロの損失から 652m ユーロの

増益となる。 この収支には、Thomas Cook の 50%の株式の売却収入 499m ユーロが貢献

している。(channelnewsasia.com, 4/26/2007) 

 
（17）ユーエス、エアートラン、アラスカ航空 第１四半期決算 

 
    （上段：2007 年 1QT、中段：2006 年 4QT、下段：2006 年 3QT） 

 

 

REV OP P. Net P. ASM 

million million million billion 

Yield 

cent 

L/F 

% 

CASM

cent 

Fuel 

¢ガロン 

現金 +

同等物

2,732 

(+3.8%) 

116 

（注）US 航空の前年同期は、旧 US 航空決算値を表示してある。 t = 燃料税込み。 

 
    （上段：2007 年 1QT、中段：2006 年 4QT） 

 

(125) 

66 18.55 

(+1.8%)

13.22 

(12.97)

77.7 

(76.6) 

10.76 

(10.37)

188t 

(193) 

3.3bn 

含 0.8 

R. Cash 
(65) 

2,768 

(+8.8%) 

75 

(-192) 

12 

(-261) 

18.96 

(+0.5%)

13.11 

(12.43)

77.2 

(74.9) 

10.98 

(11.12)

193 

(208) 
3.0bn 

U

S 

2,968 

(929) 

16 

(-83) 

-78 

(-99) 

20.2 12.86 79.1 11.40 
n.a. 3.0 

(8.4) (10.48) (79.9) (10.04)

 
REV 

million 

OP P. 

million

Net P. 

million 

ASM 

billion 

Yield 

cent 

L/F 

% 

CASM

cent 

Fuel 

¢ガロン 

現金 +

同等物

504 

(+21.3) 

13.3 

(-11.2) 

2.4 

(-8.8) 

5.2 

(+20.5%)

13.13 

(13.05)

70.1 

(70.8) 

9.43 

(9.89) 

200.8 

(206.1) 
n.a. 

F

L 461 2.4 

(+12.7%) (4.8) 

-3.3 

(0.3) 

4.9 

(+20.2%)

12.80 

(13.31)

69.0 

(71.5) 

9.22 

(9.77) 

201.98 

218.76 
n.a. 

759.4 

(+3.2%) 

-18.1 

(-125.2)

-10.3 

(-79.1) 

5.6 

(+2.8%)

13.43 

(13.16)

71.4 

(73.7) 

10.57 

(12.83)

195 

(167) 

970m 

(1.0bn) H

L 13.45 11.22 1.0bn 632.2 -13.6 -12.1 5.7 73.7 218 

(12.83) (11.36)(+7.7%) (-43.7) (-46.3) (+3.6%) (73.9) (224) (983m)
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 水 運  
 
（１）コスタクルーズ（伊）がエールフランスとグローバル提携 
Costa Cruise（伊）と AF が、4 月 19 日、提携の為の LOI を締結した。 この提携で、両社

はスケジュールを調整し、AF は、Costa のクルーズ船（12 艘）の船客用の座席を事前にブ

ロックする。 
両社は、ロイヤルティー・プログラムの共有や、Sea & Air のパッケージの開発によるシナ

ジーを追求する。 2007 年〜2008 年の冬のシーズンで、AF は、28,000 人の Costa 船客を

Pointe a Pitre, Guadeloupe; Dubai, Arab Emirates; Miami; Hong Kong; the Republic of Mauritius; 

その他の東南アジアのデスティネーションに輸送する。(DTW, 4/20/2007) 
 
 
 
 

 陸運&ロジスティックス  
 

（１）ユーピーエス、第１四半期決算減益 
世界 大のパッケージ デリバリー企業である UPS が、1 月〜3 月で、▲12.8%減益した営

業利益 $1.36bn（1.630 億円）を計上した。 国内の荷動きは、前年同期比フラットで、米

経済の減速振りを反映している。 国内の低迷を国際が救っている。 CEO Fred Smith は、

「米経済は、向こう数四半期、低迷期を辿るだろう」、と語っている。(FT.com, 4/25/2007) 
 

 収 入 営業利益 日間貨物個数 

合 計 11.9bn  (11.5) 1.36bn  (1.56) 15.13m  (15.06) 

国 内 7.55   (7.46) 941m  (1.19bn) 13.3m   (13.3) 

国 際 2.39   (2.16) 371m  (315m) 1.8m   ( 1.7) 
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 ホテル＆リゾート  
 

（１）ゴールドマン サックスが、アイカーンからカジノ買収 
Goldman Sachs が、投資家の Carl Icahn からネバダ州に在るカジノ 3 軒を、$1.3bn で買収す

る。 ウオール街の投資家達のカジノ買収が続いている。 Goldman のこの投資は、昨年、

Morgan Stanley の Atlantic City, New Jersey のビーチ フロント カジノ買収（$74m）に続く

カジノの買収となる。 Morgan Stanley は、Trump Entertainment Resorts の 18%を所有し、

Goldman は、Las Vegas Hilton の株式を所有している。 ウオール街は、カジノ産業に対す

る投資や、買収に伴う証券の引受サービスを、長い間躊躇って来た。 しかし、 近のカ

ジノ事業のブームを目の当たりにして、従来の方針を変更させている。 Las Vegas Strip
は、昨年、前年を +11%上回る $6.69bn（8,000 億円）の売上を達成した。 

American Real Estate Properties（Carl Icahn の投資機関）は、この取引で、$1bn の売却益を

得る。(FT.com, 4/23/2007) 
 

（２）ラドブルックス、888 買収断念 
オンライン賭博サイトの 888 が、昨年の 11 月から継続して来た、Ladbrokes（英国の大手

馬券販売業者）との協議を終了させ、自社売却を諦めた。 888 は、昨年 9 月の米国オン

ライン賭博禁止法案の可決で、大きな痛手を蒙ったオンライン・カジノ業者の 1 社。 し

かし、888 は、他のオンライン賭博企業とは違って、米国依存が収入比 55%と比較的少な

い。（他企業は70%〜90%が米国からの収入と言われている。） 888のポーカーとカジノ ゲ
ームや、 近始めたビンゴが好調だと言う。 しかしながら、幾つかの欧州諸国に於ける

オンライン賭博規制の強化、並びに、今年初頭の米国司法省による Neteller（外貨送金／支

払企業）の創立者達の逮捕などが、オンライン賭博業界に再び暗い影を投げかけている。

(FT.com, 4/23/2007) 

 

（３）アコー（仏）レッド ルーフを売却 
Accor が、米国の Red Roof inns ブランドを、投資家のコンソーシアムに $1.3bn（1,560 億

円）で売却する。 Red Roof ブランドは、米東岸と中西部に、326 軒のホテルを展開して

いる。 コンソーシアムには、Global Special Situations Group of Citigroup Global Markets 
Holdings と、Westbridge Hospitality Fund と、Westmont Hospitality Group と幾つかのカナダ年

金基金でもって構成されている。 Accor は、Red Roof 以外に、米国で、Motel 6 ブランド

を保有している。(DTW, 4/25/2007) 
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 その他  
 

（１）アップル第１四半期決算 +88%増益 $770m 計上 
iPod プレイヤーや Macintosh コンピューターで有名な Apple 社が、第１四半期決算で、前

年同期比 +88%増益の $770m（920 億円）を計上した。 収入は、5.26bn（6,700 億円）を

達成した。 iPod の出荷台数は、+24%の 1,050 万台、Mac コンピューターは、+36%の 150
万台であった。(wsj.com, 4/25/2007) 
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編集後記 
 
 
 
 

jetBlue が、米国の航空会社で初めて顧客権利規定を導入した。 2 月の雪害によるスケジ

ュールの混乱収拾で大チョンボをしでかしたので、その挽回策として、この様な金のかか

る対応策をとらざるを得なかったのだろう。 
現金支出を出来るだけ押さえた Voucher 方式を採用しているとは言え、その Voucher が将

来の jetBlue 便に使用出来る訳だから、結局は、さぞや金がかかる事になる。 
 

jetBlue CEO の Neeleman は、“to bring humanity back to air travel”を掲げて旅客の獲得に努力

して来た訳だから、顧客権利規定を導入するのも当たり前と言えば当たり前だ。 
 
 

この顧客権利規定で、驚いた事が 2 つ有った。 
 
 

1 つは、タクシーウエー上での待機を 5 時間は実施すると、（間接的に）表明している事で

ある。 
（顧客権利規定で、JetBlue は、「5 時間以上の搭乗後遅延＜Ground Delay＞について、搭乗

客の降機を含む適切な対応を約束する」と言っている。 つまり、少なくとも、ゲートを

離れてから 5 時間は、待機するゾと言っているのだ。） 
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これには、“出来るだけ便を運航させて、欠航便を少なくしたい”と言う航空会社の考えが

透けて見える。 兎に角、便を離陸させて、目的地まで運航させてしまえば、イレギュラ

ー対応に掛かるコストが回避出来る訳だ。 そして、スケジュール混乱の後遺症も少なく

て済む。 そして、目的地に行きたいと願っている搭乗旅客の願望にも叶う事になる。 

米議会の、タクシーウエー（若しくはランプ）上の離陸待機時間制限の動きに対して、航

空会社が猛反発している事を見ても、これは明らかだ。 
あんなに叩かれたのにも拘らず、依然としてタクシーウエー上の長時間待機は継続させる

と、jetBlue は言っている。 
 
 
 

2 つ目のビックリした事は、インボランタリーのオフロードに対して$1,000 を支払う、と

言う事だ。 “voucher”と書いていないので、これはキャッシュ コンペンセーションと

なるのだろう。 
 

jetBlue は、元々、オーバー・ブッキングを実施しない会社で有名だ。 全ての運賃は、払

戻不可運賃で、便の変更には手数料を徴収している。 つまりノーショーを発生させない

運賃制度を開発している。 ノーショーが殆ど無いので （発生したとしても、その空席は、

空席にも拘らず有償の座席となる）、それ（スポイレッジ）を見越したオーバー・ブッキン

グは必要なくなる訳だ。 

だから、滅多に発生しないインボランタリーのオフロードに $1,000 を支払うと、大胆な事

を言っているのだろう。 
 

四半期毎の米主要航空会社の決算を追っていると、何時も jetBlue のロード・ファクターが

他社よりも高い事に気が付く。 オーバー・ブッキングを実施して、ロード・ファクター

を高める事が業界の常識となっているが、jetBlue は、そんな事を実施し無くても、業界

高のロード・ファクターを達成している。 
 
 
 

その直近の四半期決算では、既に決算発表した 主要 9 社の内 4 社が赤字計上となった。 
当初の予想と違って、米航空業界の先行きは、なにやら、余り芳しく無いのかも知れない。 
（H.U.） 
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2007 年 第 1 四半期 米主要航空会社 決算 

 

REV OP P. Net P.  

million million million 

ASM 

billion 

Yield 

cent 

L/F 

% 

CASM

cent 

Fuel 

¢ガロン 

現金 +

同等物

A

A 

* ＝regional を含む t＝燃料税を含む e＝燃料税を除く 
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5,427 

(+1.6%) 

248 

(115) 

81 

(-92) 

41.6 
(-2.5%)

13.28 

(12.85)

78.1 

(77.2) 

10.91 

(10.61)

184.2 

(189.0) 

5.9bn 

(4.8) 

11.74 

(11.82)

80.3 

(79.6) 

10.93 

(11.42)

188.9 
(194.6) 

4.2bn 

含 856m

r. cash 

U

A 

34.5 4,373 -145 -152 

(+0.1%)(-2.1) (-140) (22,628) 

155 

(-485) 

-130 

(-2,069) 

29.5 
(+0.4%)

13.75* 

(13.0) 

77.1* 

(76.2) 

10.03 

(11.12)

193* 

(192) 

4.0bn 

含 1.1bn
D

L 

4,144 

(+11.4%) 
r. cash 

C

O 

3,179 

(+7.9%) 

64 

(11) 

22 

(-66) 

24.1 

(+4.7%)

12.55 79.1 

(12.06) (78.2) 

10.56 

(10.35)

189.4t 

(190.4t) 
2.64bn 

N

W 
         

116 

(125) 

66 

(65) 

18.55 

(+1.8%)

13.22 

(12.97)

77.7 

(76.6) 

10.76 

(10.37)

188t 

(193) 

3.3bn 
U

S 

2,732 
含 0.8 

(+3.8%) 
r. cash 

W

N 

2,198 

(+8.9%) 

84 

(98) 

93 

(61) 

23.6 

(+7.2%)

13.11 

(12.68) 

68.0 

(69.2) 

8.93 

(8.70) 

159e 

(151e) 

1.93bn 

(1.75) 

H

L 

759.4 

(+3.2%) 

-18.1 

(-125.2)

-10.3 

(-79.1) 

5.6 

(+2.8%)

13.43 

(13.16)

71.4 

(73.7) 

10.57 

(12.83)

195 

(167) 

970m 

(1.0bn) 

6

B 

608 

(+24.0%) 

-13 

(-25) 

-22 

(-32) 

7.37 

(+12.1%)

9.49 

(8.37) 

80.6 

(84.2) 

8.43 

(7.84) 

188 

(186) 

774m 

(699) 

F

L 

504 13.3 2.4 5.2 13.13 70.1 9.43 200.8 
n.a. 

(13.05) (9.89) (+21.3) (-11.2) (-8.8) (+20.5%) (70.8) (206.1) 

——— 未発表 ———
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